
滝波のお面さんまつり 

 滝波地区には「お面さんまつり」といわれる三百年近く続く伝統行事が現在も受け継がれ

ている。お開帳と称し現在は２月 11 日、旧暦では１月 11 日に行われてきた。祭礼は三つ

の翁面の開帳と烏帽子着（名替え）祝いの二つの行事から成る。この二つの行事がいかなる

理由で結びついたかはよくわからない。史料のうえでは宝永６年（1709）には現在の形に近

い行事が行われていたようである。貞享２年（1685）に著された『越前地理指南』の滝波村

の項に、「児権現の社アリ 古キ翁面三アリ」とある。 

三体のお面が滝波村に伝えられるまでの経緯について、享保４年（1719）の「お面さん由

緒書」（滝波区有文書）により。言い伝えも援用しながら述べる。 

 七山家の一つ小原の一揆が平泉寺から奪った神宝のうちに七つの神面があり、子供がも

て遊んでいたところ村中に疫癘が起こった。そのため一旦はこの面は滝波川に捨てられた

が、たまたま天正 15 年（1588）１月 11 日に滝波村の村長がこのうちの三体を拾った。村

ではこのお面を敬い祭っていたところ数々の奇瑞が起こったので、百年前から祭礼を行う

ようになった。普段は穢れをふせぐため筺に納めておき、それぞれ翁面は天照太神社に、尉

は春日社に、三番そうは住吉社に分置してきた。中世以来平泉寺では能楽が行われておりそ

の面を戦利品として村に持ち帰ったと考えられる。翁面が戦利品かどうかは別にして、平泉

寺を中心とした白山信仰の一つのよりどころとして信仰されていったものと思われる。勝

山市の指定文化財。 


